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広域ネットワークでの費用便益分析 ＜日高自動車道 静内三石道路（静内～東静内）＞

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※１：新規事業候補箇所のＢ/Ｃ等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む
※２：基準年をR3として計算

開通済区間
L=20.0km
厚真門別道路

開通済区間
L=20.0km
門別厚賀道路

事業中区間
L=16.2km
厚賀静内道路

新規事業候補区間
L=8.0km
静内三石道路

（静内～東静内）

調査中区間
L=12.3km
静内三石道路

（東静内～三石）

調査中区間

三石～浦河 Ｂ／Ｃ EIRR

新規事業化
候補個所 ※1 ○ 1.01 4.1%

一体評価区間※2 ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5.3%

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（計画段階評価完了）

調査中区間（計画段階評価未了）

新規事業候補区間

日高自動車道（厚真IC～三石） L=７６．５ｋｍ



広域ネットワークでの費用便益分析＜帯広・広尾自動車道 大樹広尾道路（豊似～広尾）＞

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※１：新規事業候補箇所のＢ/Ｃ等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む
※２：基準年をR3として計算

開通済区間
L=19.0km

川西中札内道路

開通済区間
L=23.2km

中札内大樹道路

事業中区間
L=15.1km
大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）

新規事業候補区間
L=12.3km
大樹広尾道路
（豊似～広尾）

Ｂ／Ｃ EIRR

新規事業化
候補個所 ※1 ○ 0.7 2.0%

一体評価区間※2 ○ ○ ○ ○ 1.2 5.2%

帯広・広尾自動車道（帯広川西IC～広尾） L=６９．６ｋｍ
凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（計画段階評価完了）

調査中区間（計画段階評価未了）

新規事業候補区間


